
　会員の皆さんには、東京都看護連盟の活動に
ご理解とご協力をいただき心から感謝を申し上げ
ます。昨年は7月の記録的猛暑の中、石田まさひろ
参議院議員を熱く応援頂き、47都道府県で2位
の得票数を獲得することができました。
　また、医療と介護と福祉の支援パッケージと
して1兆3,469億円の国の補正予算が成立いたし
ました。東京都看護連盟も10月末に都内選出、
衆・参国会議員のみなさんへの緊急要望の陳情
を行いました。
　2026年の課題は組織力の強化・拡大です。
病院施設と連盟をつなぐリンクナースとして
Unbelievably Powerful Star（UPS）=信じられ

ないほど力のある星の本格的稼働を開始します。
青年部と供に連盟活動に参画、体験し活動の意義
を理解し仲間に伝え仲間づくりを進めます。先ず
は、連盟幹事、支部長のいる施設10施設におい
て看護部長より推薦いただいたUPSとして活動
を開始します。看護現場の様 な々課題を自分ごと
として考え、解決の行動の一歩として看護連盟
に入会する同年代の仲間を増やすことから始め
ます。
　新しい年の干支は「丙午」：前向きでエネル
ギーに満ちた年といわれます。高く、高く飛躍
できる一年にして参りたいと思います。

　東京都看護連盟の会員の皆様には、東京都
看護協会の事業にご理解とご支援を賜り感謝を
申し上げます。10月の令和７年度補正予算並び
に令和８年度診療報酬改定にむけた要望活動
におきまして、伊藤会長はじめ連盟会員の皆様
方には多大なるご支援を賜りまことにありがとう
ございます。看護職の更なる処遇改善と病院経営
支援へとつながることと存じます。
　また、12月には、大規模災害発生時に市区
町村が開設する避難所等での健康支援活動を
目的とした「潜在看護師登録制度」が開始され
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東京れんめい

ました。これは東京都看護協会でオンデマンド
研修を受講し居住地の市区町村にあらかじめ
登録しておく制度です。この制度の開設は看護職
の実践が社会で評価されている証でもあります。
身近に対象の方がおられましたら、お声かけいた
だけますと幸いです。
　これからも伊藤由美子会長はじめ、連盟会員の
皆様と連携しながら、都民の健康と福祉の向上に
寄与する看護職の支援に力を尽くしてまいります。
　今後とも一層のご支援をどうぞよろしくお願い
いたします。



衆議院議員
あべ 俊子

新年あけましておめでとうございます。今年も新しい年を迎えることができたこと、大変喜ばし
く思います。旧年中の多大なるご支援に心より感謝申し上げます。
あべは昨年10月に文部科学大臣を退任致しました。文部科学大臣在任中は、「誰も取り残さな
い」教育を掲げ、医療的ケア児対応や不登校の課題、過疎地における学校の存続問題、看護教
育のあり方、地域に残る人材育成などに取り組むことができました。約1年間という在任期間でし
たが、多くのことにこと取り組むことができたのも常日頃、みなさまからのご支援とご指導をいた
だいたお陰です。今後は、大臣職で培った経験を看護政策の前進などのために生かしていく所
存です。
看護職の皆様が直面されている課題は多岐にわたり、その中で培われた経験と知識は、まさに
地域社会にとって不可欠な財産であると深く認識しております。

本年も、看護職の皆様が安心して働き続けられる環境づくり、そして専門職としてのさらなる資質向上を支援するため、
看護連盟の皆様と連携を密にしながら、より一層努めてまいる所存です。皆様の活動がより円滑に進み、地域医療
の発展に繋がるよう、微力ながら尽力してまいります。
皆様にとって、本年が実り多く、健やかな一年となりますことを心よりお祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせていただ
きます。

参議院議員
石田 まさひろ

東京都看護連盟の皆様、日頃より多大なるご支援を賜り誠にありがとうございます。日々、患
者さんに寄り添い、支え続けてくださる皆様に、心から感謝と敬意を申し上げます。
国会では、参議院自民党・国会対策副委員長、厚生労働委員会理事、予算委員会委員など
を務めています。特に国会対策委員会は国会運営の“縁の下の力持ち”として、他政党との交
渉、法案の提出時期の調整、自民党内の所属議員に対しての内部調整などを行います。小さ
なミスで国会が止まりかねない、緊張感の極めて高い役割です。気を引き締めて、円滑な国
会運営を支えてまいります。
本年は診療報酬改定が予定されています。物価高や人件費上昇に対応し、日々の看護の頑
張りが報われるよう、診療報酬の大幅な引き上げはもちろんですが、記録類や手続きの簡素

化を重点に据えて活動しています。これは、看護師が本来のケアに集中でき、皆様の思いに報いる環境を整える
ために欠かせない取り組みでもあります。
看護の未来を切り拓くため、また、現場の努力が正当に報われ、皆様が誇りを持って「今日も良い看護ができた」
と実感できる環境づくりに向け、2026年も引き続き尽力してまいります。

参議院議員

友納 りお

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　この新しい年を、環境大臣政務官兼内閣府大臣政務官（原子力防災）という新たな職務を

いただき迎えています。担務は、サーキュラーエコノミー、環境汚染や化学物質などによる

健康被害･熱中症対策、東日本大震災からの復興などです。

　昨年は、内閣府大臣政務官として、こども家庭庁（母子保健を含む）、男女共同参画･女性

活躍、共生･共助、孤独･孤立、国際保健、科学技術、宇宙、AIなど計41の担務に向き合いま

した。幅広い分野を担当させていただくことで、視野と人脈が大きく広がりました。この政

務官の経験は、今後の医療・看護政策の推進に必ず役に立つものと考えています。

　看護職の処遇改善、夜勤人員の確保、医療DX等を用いた業務負担の軽減、医療安全の推進、ハラスメントなど、

現場の声を大切にしながら、引き続きしっかりと取り組みを進めます。「看護の現場の声を国政に！」初心を忘れず、

目の前の課題に１つ１つ丁寧に向き合い、皆さまの期待に応えてまいります。

　本年が皆さまにとって健康で幸多き一年となりますよう心よりお祈り申し上げます。



研修会報告

令和８年度東京都予算に対する要望聴取会に参加

令和８年度国家予算・税制改正等要望聴取会に参加

日　時：2025年8月28日（木）13：20～13：40
場　所：東京都議会議事堂　第２会議室
参加者：東京都看護連盟会長、副会長、幹事長、幹事
　　　　東京都看護協会会長、専務理事、常務理事、事務局長
　　　　東京都訪問看護ST協会会長、副会長
重点要望事項：
　Ⅰ.　新たな地域医療構想に向けた看護提供体制の構築
　　  と看護機能の強化
　Ⅱ．看護職の人材確保と処遇改善、生涯学習支援

テーマ：急変時のアセスメント（基礎編・応用編）
日　時：2025年9月6日（土）14：00～16：30
場　所：東邦大学医療センター大橋病院　臨床講堂
講　師：東京女子医科大学病院
　　　  急性・重症患者専門看護師　山崎　千草
参加者：会場44名、オンライン参加8名

＜感想＞
・具体的な場面からどのような急変なのか、またその後の
対応について詳しく学ぶことが出来た。
・急変はいつ起こるかわからないため、自分の出来る対応を
知ることや急変リスクの知識を得ることは大切だと思った。
・今まで自分が遭遇した急変事例を思い出しながら受講して
いて「こういうことをやりがちな具体例」に当てはまるこ
とが多くてハッとさせられた。

・急変時の対応に自信がなく焦ってしまった経験があるため、
急変時の観察事項や行うべきことが学べて今後の対応に役
立つと思った。
・課題としていた患者や家族への傾聴や接遇について学ぶこ
とが出来た。

テーマ：基礎から学ぶ心不全の看護
　　　　～早期に察知する心不全～
日　時：2025年11月8日（土）14：00～16：30
場　所：東京都看護協会　302号室
講　師：東邦大学医療センター大橋病院
　　　  心不全認定看護師　根井　あずさ
参加者：会場48名、オンライン参加18名

＜感想＞
・心不全についての基礎からフィジカルアセスメントの方法
や種類について様々な方法を知ることが出来た。
・心不全について苦手意識があったが、心臓の解剖や循環
動態について復習できてよかった。

・わかりやすい病態生理や普段使用している薬剤について
学び事が出きて理解が深まった。

・心不全の患者が自覚症状を訴えた場合、まず所見と患者の
症状を整理してリーダーに報告できるようにしたい。
・入院した患者が心不全を合併し治療をすることがあるため、
初期対応やアセスメントなどを学ぶことが出来て臨床で
活かしていこうと思った。

日　時：2025年10月30日（木）9：40～10：00
場　所：自由民主党本部８階
参加者：東京都看護連盟会長、副会長、幹事長、幹事
　　　　東京都看護協会会長、専務理事、事務局長　
　　　　東京都訪問看護ST協会会長
重点要望事項：東京都議会自由民主党へ提出した
 　　　要望書と同様
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日　時：2025年11月29日（土）10：00～12：00
場　所：ビジョンセンター西新宿
講　師：東京慈恵会医科大学附属第三病院
　　　  認知症認定看護師　細井 あゆみ
参加者：25名

東京都看護連盟会長、副会長、幹事長、
幹事、監事、地区幹事、支部長
東京都看護協会会長、日本看護連盟幹事長

目　的：次期参議院議員選挙に向けた課題を抽出し
　　　  対策を明確にする。
内　容：１．日本看護連盟より

　 第27回参議院議員選挙「応援する会」選挙総括
  ―日本看護連盟幹事長　近藤　美智子
２．各地区より発表
　 ひまわり会、多摩地区、中部地区、西部地区、
    南部地区、東部地区、青年部
３．東京都看護連盟まとめ
４．意見交換

都道府県別会議

第１回　管理者研修会

第2回　管理者研修会
日　時：2025年11月29日（土）
場　所：東京都看護協会　302号室
参加者：49名
テーマ：カスタマー・ハラスメント対策

講　師：
環境大臣政務官
兼 内閣府大臣政務官
参議院議員　友納　りお

日　時：2025年10月25日（土）14：00～16：00
場　所：ビジョンセンター西新宿　203号
参加者：45名
テーマ：令和8年度診療報酬改定の方向性　
　　　　　－生き残りをかけた病院経営とはー

＜感想＞ ・看護を語れる国会議員がいることは現場の看護師として誇りに思った。
・働き方改革、意識改革の必要性を感じた。
・看護界の現状と2040年に向けた方向性が理解出来た。
・70代の方も様々な年代の人と働くという職場が通常となる未来がそこまで来ているため
　これからの数年間はとても大事だと思う。
・「みんなに同じ仕事が出来ることを求めない」という発想は2024年問題を乗り切って
　いく上で、今から取り組む大切な視点だと思った。

＜感想＞ ・ハラスメントの具体な例についてあげていただき身近に考えることが出来た。
・実際に活かせる講義内容のため職場で共有したい。
・クレーム対応の苦手意識が軽減された。
・以前より苦情やクレームが増えたと感じていたため大変参考になった。
・もう少し事例を聞きたかった。

＜参議院議員　石田 まさひろ　活動＞
本会議、国家対策委員会、予算委員会、厚生労働委員会、ＯＤＡ特別委員会
厚生労働部会、財務金融部会、社会保障制度調査会、財務金融部会、社会保障制度調査会
＊都道府県看護連盟研修会、国会見学、看護大学等講義

＜参議院議員　友納 りお　活動＞
参議院―環境委員会／委員
　　　　こども・子育て・若者活躍に関する特別委員会／委員
自民党―厚生労働部会看護問題小委員会／事務局次長
議員連盟―自民党看護問題対策議員連盟／事務局長
　　　　終末期における本人意思の尊重を考える議員連盟／事務局次長

講　師：
参議院議員
石田まさひろ





地区･支部紹介 ①…地区･支部紹介　②…地区･支部活動報告　③…今後の活動計画

東部地区（幹事：石田 和代）
東部地区は、葛飾区・足立区・江戸川区・荒川区・墨田区・江東区・台東区・文京区の区
東部8区で構成され、14名の施設連絡員で活動しています。
14名の施設連絡員は、順天堂大学医学部付属順天堂医院、東京女子医科大学附属足立医療
センター、東京慈恵会医科大学葛飾医療センター、東京科学大学病院、昭和大学江東豊洲病院、
東京臨海病院、がん研究会有明病院、同愛記念病院、順天堂東京江東高齢者医療センター、
ライフ・エクステンション研究所附属永寿総合病院、東京曳舟病院で働くメンバーです。地域
医療から高度先進医療と病院機能は違いますが、感染管理や看護師の働く職場環境など、看
護師がいつまでも働き続けられる看護政策について情報交換を行っています。

地区会議を4月・5月・7月・9月・11月に開催し、地区メンバーの親睦を深める機会となっています。
文京区お茶の水に聳え立つ東京科学大学病院の看護部会議室を地区会議の場所として借りて
開催しています。

2026年度は、各施設内で『小さな親睦会』を開催します。皆さんの声をお聞かせください！
20代、30代の看護職の皆さんの参加をお待ちしています。

南部地区（幹事：宮城 智賀子）

隔月の定例会や年度初めのリーダー会では、地区での政治活動の推進等について討議し、看護協会の
提言する看護政策実現のための取り組みを行っています。各施設内では、価値観の多様化や政治への
関心が薄いなど、積極的な活動が厳しい状況があります。その中でも看護師の処遇改善や地位向上
のために、看護の代表議員を国政や地方議会へおくる重要性を伝えるために協力して取り組んでいます。

目標： 2025年の参議院選活動を分析し、次回の参議院選に向けた取組を行う
計画： ①看護連盟活動推進のための学習会の開催
 ②日々、草の根活動遂行するための具体的な計画・実施
 ③地域議員との連携　

南部地区は世田谷区・渋谷区・大田区・品川区・目黒区の５区からなり、４支部で構成されています。主に医療機関に属する看
護師が活動しており、各支部は支部長を中心に各施設の連絡員21名で構成されています。看護協会からも地区担当者として地区
会議に参加しており、看護協会の政策実現のために協働して取り組んでいます。

１

西部地区（幹事：荻島 理恵子）
西部地区は、板橋区・北区・杉並区・豊島区・
中野区・練馬区の6区からなり、4支部で構成
されています。急性期病院や大学病院が多く、
医療体制が整った地域です。住宅街や大型マ
ンションが広がり、子育て世代から高齢者まで
幅広い世代が暮らす、活気のある地区です。

１

１

2

3

2025年度の活動計画の中から、「目標2：看護政策の
実現」と「目標4：地方議員・地方行政への影響力
の強化」について報告します。
目標2では「現場の声」アンケートの入力促進に取り
組みました。アンケートは、日本看護連盟のホーム
ページに掲載されている様式を活用し、QRコードや
URLから回答できるオンライン形式で実施しました。
その結果、159名から回答を得ることができ、若手か
ら管理職まで幅広い世代より、現場で直面している
課題や意見が寄せられました。
目標4では板橋区議会議員の後援会活動に参加し、
恒例の旅行でも議員や区民と交流しました。板橋区
は参議院選挙でも得票数が都内で上位5位に入るほ
ど協力的であり、地域に根ざした関係づくりの成果
を感じています。

2

2

3

西部地区では、区内での施設間連携が十分に取れていないこと
が課題です。今後は、各区内の連携を深め、合同研修などを
通じて情報交換や交流を広げていきたいと考えています。

3



A支部B支部と分かれていますが、７施設の施設連絡員メンバーが一緒に活動していま
す。長く連盟活動をしているメンバーからはじめて活動するメンバーまで経験はそれぞれ
です。青年部所属のメンバー２名も一緒に参加しています。

２か月に1回集まって活動しています。実際のベッドサイドでの困ったことや意見など、できるだけ生の声を集めるとともに看護連
盟の意義を周囲に伝えられるよう取り組んでいます。

①…地区･支部紹介　②…地区･支部活動報告　③…今後の活動計画

中部地区（幹事：藤森 晴江）

ひまわり会支部（OB会）

東京都の中心部、新宿区、千代田区、中央区、港区の４区が中部地区です。大学病院を
はじめ急性期病院が多く、若い世代の看護師が多い地域です。

１

「働く環境を良くして、患者さんによりよい看護を届けたい」
働く場所は違っても、思いは皆同じ……。現場の意見を看護政策に繋げる役割の一端を担えたらと考え活動していきます。
そして、若い世代の看護師達にも連盟活動を広く知ってもらいたいと考えています。

2

3

ひまわり会支部（OB会）は、2019年日本看護連盟の方針により、全国のＯＢ会も支部設立可能
となり、東京都看護連盟も早速支部申請書を提出し認定されました。
会員は定年退職者を主とする組織に属していない60歳以上のシニア層を対象にしました。現時
点では名誉会員も含めた構成になっています。

1

活動としては、２カ月に１回の支部定例会議を行いながら、施設を持たない支部として地区の
OB・賛助会員と協力しながら、各級議員とその後援会及び他団体との信頼関係を築きながら
職域活動に力を入れています。

2

従来行ってきた年間活動は、2021年～2025年迄コロナの流行等により中止していましたが、
2026年より活動を再開予定にしています。
①年１回講演会、バス旅行会、施設見学会等を行う
②２か月に１回交流会を持ち参加者の健康チェック、ストレッチ体操、小物作り等で
　親睦を深める
③その他の団体が主催する講演会、観劇会、バス旅行会などに積極的に参加しながら、
　職域活動に努め、地域のコミュニケーションの円滑化を図る

3

１

多摩北・南地区（幹事：佐伯真吾）
多摩地区は東京都西部に広がり、昭島市や八王子市、町田市など多くの市町村を含
むエリアです。地域の皆さんは医療や看護への理解が深く、議員さんとのつながり
もあり、看護の声を社会に届けやすい環境が整っています。また、活動するメンバー
も若手からプラチナナースまでと幅広く、各層の意見などを共有しながら活動をた
のしんでいます。

2024年度は「現場の声を政策提言に
つなげよう」をテーマに、訪問看護師
向けの研修会を開催しました。現場で
感じている課題を共有し、政策にどう
反映できるかを話し合う場となり、参
加者からは「声を届ける大切さを実感
した」との声が寄せられました。

2

研修や勉強会を続け、地域議員との意見交換や若手看護師のネットワークづくりに
も力を入れていきます。多摩地区ならではの強みを活かし、看護の思いを社会に広
げる活動を進めていきます。是非、皆様も周りの方と共有し現場の声を政策提言で
きる看護職育成に関わってみませんか。ぜひ皆さんと、看護の力で、社会の方々を
助ける活動も取り組んでいきます。

3



＜広報委員会＞
委員長　吉井　啓子
委員　成澤知華穂

　委員　窪田　和巳
委員　戸鹿里文子

　相談役　石塚　綾子

新しい年、力強く前進する午年を迎え
ました。
馬は群れで生き、仲間と歩調を合わせ
ながら進み、広い視野でまわりの変
化を敏感に感じ取ると言います。私
たち看護師もまた、仲間と支え合い、
日々の看護から生まれる気づきや
社会のニーズを敏感に感じ取り、行動
していく存在でありたいと考えています。
第55号となる本誌は、表紙の馬の姿
と「看護よ走れ！」という言葉に、国民
の健康と福祉の向上に向けて、私たち
看護職一人ひとりが担ってきた歩みへ
の誇りと決意、そして仲間へのエール
を重ねました。現場の声を社会へ
届け政策へとつなぎ、看護の未来を
形づくるのは私たち自身です。看護を
愛し、仲間を信じ、静かな情熱を胸に、
ともに歩む看護の未来に、希望を
つなぐ一年になりますように。

成澤知華穂

【編集後記】

参議院議員 友納りおが環境大臣政務官 兼 内閣府大臣政務官に任命される
2022年7月―第26回参議院選挙初当選
　　　　　　 参議院議員としての任期がスタート
2024年―内閣府大臣政務官に任命される
2025年―環境大臣政務官に任命される

＊環境大臣尾政務官の担務　
循環経済（サーキュラーエコノミー）
環境汚染・科学物質対策　
東日本からの復興・再生

2001年に「看護連盟東京支部だより」の発行を開始し、2005年
に「東京れんめい」へ名称を変更し、2023年8月に「東京れんめい
50号」を発行することが出来ました。
これからもより良い機関誌にするために皆様からのご意見を
伺いたいと思います。QRコードから皆様の声を聞かせて下さい。
※ご意見ありがとうございました。質問にありました機関誌（東京れんめい）
　や研修会予定は、東京都看護連盟ホームページからご覧になれます。

＜機関誌「東京れんめい」に関するご意見を聞かせて下さい＞

従来の内容を踏襲しつつ、レイアウト等の
見直しを行いました。
是非、ご覧いただきたいと思います。
左のＱＲコードからスマホでご覧ください。

【
公
式
サ
イ
ト
】

学生会員

会費無料

皆さまの
「いのち」と「健康」を

守るために
良い看護を！

賛助会員

https://www.tokyo-kangorenmei.jp/

office.tokyo@kango-renmei.gr.jp

＊環境大臣尾政務官の担務　
医療報酬・介護報酬について、賃上げ･
物価高を適切に反映

報酬改定の時期を待たず、経営の改善
及び業者の処遇改善につながる補助金
を借地し効果を前倒しにする

＊内閣府大臣政務官の担務
原子力防災
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